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2026年 3月 16日 

Press Release 

アカマイ・テクノロジーズ合同会社 

Akamai、NVIDIA Blackwell GPU を数千基展開、 

世界最大級の分散型 AI プラットフォームを構築へ 

 

※本リリースは 2026年 3月 3日(現地時間) 米国マサチューセッツ州ケンブリッジで発表されたプレスリリース

の抄訳版です。 

オンラインビジネスの力となり、守る、サイバーセキュリティおよびクラウドコンピューティング企業、Akamai 

Technologies（NASDAQ：AKAM）は、グローバルな分散型クラウドインフラストラクチャを強化するため、

数千基の NVIDIA Blackwell GPU を取得し、クラウドインスタンスとして展開することを発表しました。これに

より、AI の研究開発、ファインチューニング（微調整）、トレーニング後の最適化を統合的に行うプラットフォーム

が実現します。Akamai の広大なグローバルネットワーク全体で、AI 推論（インファレンス）のワークロードを最

適化されたコンピューティングリソースへ、インテリジェントにルーティングできるようになります。このアーキテクチャは、

中央集約型のデータセンターに起因するレイテンシー（遅延）やデータ転送コスト（エグレスコスト）の問題を

解消し、高速な推論をサポートするように設計されています。 

AI の第一波では中央集約的なハブでのモデルトレーニングに焦点が当てられてきましたが、業界はいま、推論が

トレーニングと同等に重要視される転換期を迎えています。「MIT テクノロジーレビュー」の最近の報告によると、

AI の大規模な導入を阻む最大の障壁として、56% の組織がレイテンシーを挙げています。Akamai は世界

中を単一の低レイテンシー（低遅延）な基盤として扱うことでこのギャップを埋め、現実世界のスピードで意思決

定が求められるフィジカル AI やエージェント型 AI の基盤となるインフラを提供します。 

Akamai の Cloud Technology Group 担当 Chief Operating Officer 兼 General Manager であ

る Adam Karon は「ハイパースケーラーが AI 学習の限界に挑み続ける一方で、Akamai は推論時代特有

のニーズに応えることに注力しています。中央集約的な『AI ファクトリー』はモデル構築に依然として不可欠です

が、それらのモデルを大規模に実用化するには、分散型の“神経系”が必要です。Akamai は単に容量を増や

しているだけではありません。グローバルネットワーク全体に、推論に最適化されたコンピューティングを分散配置さ

せることで、AI を研究室から街角や病床といった場所へ移行させるために必要なスケールを、低レイテンシーで提

供しているのです。つまり、実際に作業が行われ、データが存在し、投資対効果（ROI）が生まれる現場へ AI 

を届けるための基盤です」と述べています。 

Blackwell GPU の採用は、AI 推論時代に向けて構築された「グローバル分散型 AI コンピューティンググリッ

ド」という Akamai のビジョンをさらに前進させるものです。AI 処理を中央集約的な AI ファクトリーから高密度

の分散型インフラへと拡張することで、自動配送、スマートグリッド、手術支援ロボット、高度な不正検知といった

物理システムとの連携が可能になります。これにより、従来のクラウドアーキテクチャのような地理的制限やコスト

の制約を受けることなく、AI を活用できるようになります。 

https://www.akamai.com/ja
https://www.akamai.com/ja
https://www.nvidia.com/en-us/data-center/technologies/blackwell-architecture/
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NVIDIA Blackwell AI インフラストラクチャの統合により、以下のようなことが可能になります。 

⚫ 予測可能で高性能な推論： 専用 GPU クラスターで AI ワークロードを処理し、迅速なレスポンスを生

成。 

⚫ ローカライズされたファインチューニング： 大規模言語モデル（LLM）をオンサイトで最適化し、データの

プライバシー保護や地域のコンプライアンス要件をサポート。 

⚫ モデル学習後の最適化： 独自のデータに基づいて基盤モデルを微調整・適応させ、特定のタスクにおける

精度を向上。 

今回の発表は、AI 推論および汎用的なコンピューティング機能の拡張に向けた Akamai の最近の取り組みに

続くものです。2025年 10月には、Akamai Inference Cloud を発表し、AI 推論をユーザーやデバイスの

近くで実行することで、AI の利用場所と利用方法を再定義しました。 

プラットフォームエンジニアや開発者が AI アプリケーションやデータ集約型のワークロードをエンドユーザーの近くで

構築・実行できるツールを提供することで、Akamai は極めて効率的なスループットを実現します。NVIDIA AI 

インフラストラクチャを活用した Akamai のソリューションは、従来のハイパースケーラーのインフラと比較して、レイ

テンシーを最大 2.5倍低減し、AI 推論にかかるコストを最大 86% 削減します。 

本プラットフォームは、NVIDIA RTX PRO 6000 Blackwell Server Edition GPU を搭載した NVIDIA 

RTX PRO Server、および NVIDIA BlueField-3 DPU と、世界 4,400 拠点以上に展開する Akamai 

の分散型クラウドコンピューティングインフラおよびグローバルエッジネットワークを組み合わせたものです。 

Akamai では、NVIDIA RTX PRO 6000 Blackwell Server Edition GPU の初期導入分に対して強い

需要を確認しており、クラウドインフラ戦略の一環として、今後も継続的に GPU 容量を増強していく予定です。 

 

Akamai について 

Akamai は、オンラインビジネスの力となり、守るサイバーセキュリティおよびクラウドコンピューティング企業です。当

社の市場をリードするセキュリティソリューション、優れた脅威インテリジェンス、グローバル運用チームによって、あら

ゆる場所でエンタープライズデータとアプリケーションを保護する多層防御を利用いただけます。Akamai のフルス

タック・クラウド・コンピューティング・ソリューションは、世界で最も分散化されたプラットフォームで高いパフォーマンス

とコストを実現しています。多くのグローバル企業が、ビジネスの成長に必要な業界最高レベルの信頼性、拡張

性、専門知識を提供できる Akamai に信頼を寄せています。詳細については、akamai.com および 

akamai.com/blog をご覧いただくか、X や LinkedIn で Akamai Technologies をフォローしてください。 

 

※Akamai と Akamai ロゴは、Akamai Technologies Inc.の商標または登録商標です 

※その他、記載されている会社名ならびに組織名、ロゴ、サービス名は、各社の商標または登録商標です 

※本プレスリリースの内容は、個別の事例に基づくものであり、個々の状況により変動しうるものです 

https://www.nvidia.com/en-us/data-center/technologies/blackwell-architecture/
https://www.akamai.com/ja/newsroom/press-release/akamai-inference-cloud-transforms-ai-from-core-to-edge-with-nvidia
https://www.nvidia.com/en-us/data-center/rtx-pro-6000-blackwell-server-edition/
https://www.nvidia.com/en-us/data-center/products/rtx-pro-server/
https://www.nvidia.com/en-us/data-center/products/rtx-pro-server/
https://www.nvidia.com/en-us/networking/products/data-processing-unit/
https://www.akamai.com/ja
https://www.akamai.com/ja/blog
https://x.com/Akamai_jp
https://www.linkedin.com/company/akamai-technologies/mycompany/

